
　

令
和
２
年
５
月
第
95
回
臨
時
会

は
、
５
月
12
日
に
開
会
さ
れ
、
５

月
15
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、「
令
和
２

年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
案
」
を
は
じ
め
４
件
の

議
案
及
び
６
件
の
報
告
が
上
程
さ

れ
、
三
村
知
事
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
と
医
療
提
供
体
制
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
事
業
継
続
に
困

難
を
来
し
て
い
る
事
業
者
等
に
対

す
る
支
援
や
地
域
経
済
の
回
復
に

向
け
た
対
策
を
速
や
か
に
講
じ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
提
案
理

由
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
５
月
15
日
に
は
、
本

会
議
冒
頭
、
知
事
か
ら
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態

措
置
の
実
施
区
域
の
変
更
に
つ
い

て
」
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、

議
案
等
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
等
に
つ
い
て
、
質
疑
・
答
弁

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
討

論
が
行
わ
れ
た
の
ち
採
決
が
行
わ

れ
、
議
案
９
件
が
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
、
議
員
提
出
議

案
「
青
森
県
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例
案
」
の

採
決
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
臨
時
会
の
概
要

令
和
２
年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算
案
及
び

青
森
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の

特
例
に
関
す
る
条
例
案
な
ど
を
可
決

新型コロナウイルス感染症予防対策として、席間を空けて着席している様子

　本会議場における議員間の新型コロナウイ
ルス感染症予防対策として、当面の間、マスク
の着用のほか、議員同士の密集を防ぐため、
原則として１席ずつ空けて着席することとして
います。本会議場に着席しない議員は、控室
等でテレビ中継により審議を視聴しています。

新型コロナウイルス
感染症予防対策

議 会 ト ピ ッ ク ス

採決の様子
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県 議 会 お知らせからの

　

令
和
２
年
６
月
第
３
０
２
回
定
例

会
は
、
６
月
15
日
に
開
会
さ
れ
、
６

月
30
日
ま
で
の
16
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、「
令
和
２
年

度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
案
」
を
は
じ
め
、
12
件
の
議

案
及
び
26
件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、

三
村
知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

６
月
19
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
12
名
の
議

員
が
登
壇
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
踏
ま
え
た
県
政
運
営
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
県
当
局
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
25
日
に
は
、
議
案
に
対
す
る

質
疑
が
行
わ
れ
、
令
和
２
年
度
青
森

県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

案
等
に
つ
い
て
、
質
疑
・
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
青
森
県
総
合

運
動
公
園
新
水
泳
場
等
整
備
運
営
に

関
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

同
特
別
委
員
会
の
委
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
案
の
う
ち
、
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
の
件
及
び
公
共
施
設

等
の
整
備
等
に
関
す
る
事
業
契
約
の

件
は
、
新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
新

水
泳
場
等
整
備
運
営
に
関
す
る
特
別

６
月
定
例
会
の
概
要

令
和
２
年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
を
可
決

閉会日の知事あいさつの様子

委
員
会
に
、
人
事
案
件
を
除
く
議
案

９
件
は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
新
水
泳

場
等
整
備
運
営
に
関
す
る
特
別
委
員

会
及
び
各
常
任
委
員
会
は
６
月
26
日

に
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
６
月
30
日
は
、
新
青
森

県
総
合
運
動
公
園
新
水
泳
場
等
整
備

運
営
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
岡
元

行
人
委
員
長
）
及
び
各
常
任
委
員
会

の
審
査
内
容
の
報
告
が
あ
り
、
討
論

が
行
わ
れ
た
の
ち
採
決
が
行
わ
れ
、

知
事
提
出
議
案
12
件
、
議
員
提
出
議

案
２
件
が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

「青森県議会インターネット中継」で検索！

本会議等については、インターネットでライブ配信していますので、
パソコン、スマートフォンでも視聴できます。県議会インターネット中継

本会議傍聴時における
新型コロナウイルス感染症予防対策

・議場への入場時の検温にご協力をお願いします。
・入退場の際は、アルコール消毒をお願いします。
・入場中はマスクの着用をお願いします。
・発熱や息切れ、風邪のような症状がある場合には、傍聴を自粛するようお願いします。

本会議の傍聴の際、次のとおり新型コロナウイルス感染症予防対策をしていますので、
ご理解・ご協力をお願いします。
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令
和
２
年
６
月
第
３
０
２
回
定
例
会

一
般
質
問

三
村
知
事

　
「
青
森
県
手
話
言
語
条
例
」
を
制

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
知
事
の
考

え
方
を
伺
う
。

　

手
話
は
言
語
で
あ
り
、
ろ
う
者
が

手
話
を
使
用
し
て
日
常
生
活
や
社
会

生
活
を
安
心
し
て
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
手
話
に
つ
い
て
の
県
民
等

の
理
解
の
促
進
や
ろ
う
者
が
手
話
を

使
用
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
、
県
、

市
町
村
、
県
民
等
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
認
識
に
立
ち
、「
青
森
県
手
話
言

語
条
例
」
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

QA
手
話
に
対
す
る
理
解
と

習
得
の
促
進

三
村
知
事

　

行
き
場
を
失
い
滞
留
し
て
い
る
原

木
を
流
通
さ
せ
る
た
め
に
、
県
は
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
う
の
か
伺
う
。

　

県
で
は
山
土
場
に
滞
留
し
た
原
木

を
早
急
に
流
通
さ
せ
る
た
め
、
需
要

が
見
込
ま
れ
る
海
外
及
び
国
内
の
工

場
へ
の
緊
急
的
な
振
替
輸
送
に
要
す
る

掛
か
り
増
し
経
費
等
に
つ
い
て
支
援
す

る
と
と
も
に
、
影
響
を
受
け
て
い
る

林
業
事
業
者
の
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
で
、
経
営
の
安
定
を
図
り
、

森
林
の
適
切
な
整
備
と
木
材
加
工
施

設
へ
の
安
定
供
給
を
維
持
し
な
が
ら
、

本
県
林
業
・

木
材
産
業

の
持
続
的

な
発
展
に

つ
な
げ
て

い
く
。

QA
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
対
す
る
林
業
・

木
材
産
業
に
お
け
る
対
策

手
話
に
対
す
る
理
解
と

習
得
の
促
進

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
対
す
る
林
業

木
材
産
業
に
お
け
る
対
策

工藤 慎康 議員
く どう のりやす

自由民主党
上北郡

会　派
選挙区

:
:

観
光
国
際
戦
略
局
長

　

本
県
観
光
の
回
復
を
、「
事
業
継

続
」、「
基
盤
整
備
」、「
需
要
回
復
と

地
域
再
生
」
の
３
つ
の
段
階
で
捉
え
、

観
光
・
宿
泊
施
設
に
お
け
る
感
染
防

止
対
策
の
促
進
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
変

化
の
把
握
、
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

開
発
や
旅
行
商
品
の
造
成
、
情
報
発

信
の
強
化
、
県
内
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
、
今
後
は
全
国
的
な
収
束

状
況
等
を
踏
ま
え
首
都
圏
等
か
ら
の

誘
客
を
強
化
し
、
観
光
需
要
を
回
復

さ
せ
る
。

QA

環
境
生
活
部
長

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差
別
を

禁
止
す
る
条
例
の
制
定
が
必
要
と
考

え
る
が
、
県
の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

県
で
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
理

由
と
し
て
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
る
場

合
に
は
、
人
権
の
観
点
か
ら
理
解
促
進

が
必
要
で
あ
り
、
各
分
野
に
お
い
て
適

切
な
対
応
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
行
政
職
員
に
対
す
る
研

修
の
ほ
か
、
当
事
者
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
や
課
題
等
把
握
の
た
め
、
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査

を
実
施
す
る
。

　

引
き
続
き
、
国
や
他
の
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
、
必
要
な
施
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

QA

鶴賀谷 貴 議員
つる  が  や たかし

民主連合
弘前市

会　派
選挙区

:
:

？

ＬＧＢＴ

　レズビアン、ゲイ、バイセ
クシュアル、トランスジェン
ダーの英語表記の頭文字を
とったもので、性的マイノリ
ティ（性的少数者）の一部の
人々を表した言葉。

用 語 解 説

？

本文中の
このマークは
用語解説です。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

？

Ｇ
Ｂ
Ｔ
等

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

医
療
・
福
祉

し
ゃ

し
ゃ

や
ま  

ど  

ば

山土場（山から集材した木材を樹種・材種・
品等別に分類して集積する場所）の様子

やまどば

文
化
・
観
光

　

本
県
観
光
の
回
復
に
向
け
て
必
要

と
さ
れ
る
取
組
を
着
実
に
実
施
し
て

い
く
べ
き
と
思
う
が
、
県
の
考
え
方

を
伺
う
。

本
県
観
光
の
回
復

本
県
観
光
の
回
復

く
ら
し
・
環
境

農
林
水
産
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健
康
福
祉
部
長

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員
の
処
遇

改
善
事
業
と
し
て
、

①
18
時
30
分
を
超
え
て
開
所
し
、
家
庭

や
学
校
等
と
の
連
絡
等
を
行
う
場
合

に
、
職
員
の
賃
金
改
善
費
を
運
営
費
に

加
算
す
る
事
業

②
勤
続
年
数
や
研
修
実
績
等
に
応
じ

て
、
放
課
後
児
童
支
援
員
１
人
当
た
り

月
額
約
１
万
円
か
ら
３
万
円
の
賃
金
の

上
乗
せ
を
行
う
事
業

の
２
つ
が
あ
る
。

　

県
で
は
、
国
の
補
助
基
準
額
の
３
分

の
１
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
未
実
施

の
市
町
村
に
対
し
、
事
業
の
周
知
・
活

用
を
働
き
か
け
て
い
く
。

QA

吉田 絹恵 議員
よし  だ きぬ  え

公明・健政会
上北郡

会　派
選挙区

:
:

健
康
福
祉
部
長

　

県
で
は
、
県
内
の
感
染
症
指
定
医

療
機
関
や
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
設

置
医
療
機
関
の
感
染
防
止
対
策
に
必

要
な
防
護
具
の
状
況
を
適
宜
確
認
し

て
お
り
、
６
月
15
日
現
在
、
サ
ー
ジ

カ
ル
マ
ス
ク
約
78
万
７
千
枚
、Ｎ
95
マ

ス
ク
約
２
万
４
千
枚
、
ゴ
ー
グ
ル
約

８
千
５
百
個
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
約

３
万
７
千
枚
、
ガ
ウ
ン
約
４
万
５
千

枚
、
手
袋
約
２
３
８
万
５
千
枚
、
防

護
服
約
５
千
枚
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

QA

三
村
知
事

　
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
の
更
な
る
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向
け
て
、
県
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

　
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
は
、大
粒
で
甘
く
、

美
し
い
ハ
ー
ト
形
と
い
っ
た
特
徴
を
最

大
限
に
生
か
し
、
そ
の
価
値
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、「
青

森
か
ら
贈
る
大
切
な
宝
物
」
を
ブ
ラ

ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
に
据
え
、
上
位
等
級

品
「
青
森
ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
」
を
け
ん
引

役
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
制
約
の
中
に
あ
っ

て
も
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
情
報

発
信
や
販
促
活
動
を
展
開
す
る
。

QA

和田 寛司 議員
わ だ かん じ

自由民主党
三戸郡

会　派
選挙区

:
:

初競りに出荷されたジュノハート

「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」の

ブ
ラ
ン
ド
化

「
ジ
ュ
ノ
ハ

」の

ブ
ラ
ン

化

環
境
生
活
部
長

　

中
小
企
業
等
で
女
性
活
躍
推
進
に

向
け
た
実
践
事
例
を
形
成
す
る
た
め
、

モ
デ
ル
企
業
へ
の
支
援
を
実
施
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
実
践
事
例
を
活
用
し

た
手
引
き
集
を
作
成
・
配
布
し
、
多

く
の
企
業
へ
波
及
さ
せ
て
い
く
。

　

ま
た
、
男
女
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
形
成
の
た
め
、
男
性
の
家
事
参

画
促
進
に
向
け
た
意
識
啓
発
講
座
を

開
催
す
る
ほ
か
、
参
加
者
か
ら
そ
の

後
の
実
践
状
況
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し

て
も
ら
い
、
意
識
啓
発
に
努
め
る
。

QA

互いに支え合い協力し合う「チーム夫婦」

　

職
員
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
県
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
県
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

女
性
の
活
躍
推
進

女
性
の
活
躍
推
進

　

本
県
の
感
染
症
指
定
医
療
機
関
や

帰
国
者
・
接
触
者
外
来
設
置
医
療

機
関
に
お
け
る
医
療
資
材
の
確
保
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

医
療
資
材
の
確
保

医
療
資
材
の
確
保

医
療
・
福
祉

農
林
水
産

子
育
て

男
女
共
同
参
画

4



教
育
長

　

中
学
校
等
の
部
活
動
の
大
会
中
止

等
を
踏
ま
え
、
入
学
者
選
抜
に
お
け

る
部
活
動
の
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

　

中
学
校
等
の
部
活
動
の
大
会
が
通

常
ど
お
り
実
施
さ
れ
な
い
状
況
等
を

踏
ま
え
、
公
正
か
つ
妥
当
な
選
抜
方

法
と
な
る
よ
う
、
部
活
動
の
扱
い
に
つ

い
て
検
討
し
て
お
り
、
対
応
方
針
が

決
定
し
次
第
、
各
中
学
校
及
び
県
立

高
等
学
校
等
に
通
知
す
る
。

　

県
教
育
委
員
会
は
、
各
高
等
学
校

の
選
抜
方
法
等
を
取
り
ま
と
め
た
「
求

め
る
生
徒
像
・
選
抜
方
法
等
一
覧
」

を
作
成
し
、
７
月
下
旬
を
目
途
に
公

表
す
る
。

QA
令
和
３
年
度

県
立
高
等
学
校
入
試

県
土
整
備
部
長

　

国
道
２
７
９
号
二
枚
橋
バ
イ
パ
ス

の
整
備
状
況
と
開
通
見
通
し
に
つ
い

て
伺
う
。

国
道
２
７
９
号
二
枚
橋
バ
イ
パ
ス

は
、
全
体
延
長
4.1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
1.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
供
用
し
て
い
る
。

　

現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
む
つ
市

大
畑
町
側
の
2.1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、

舗
装
工
事
を
進
め
て
お
り
、
年
内
に

供
用
を
開
始
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

残
る
、
木
野
部
峠
側
の
４
６
０
メ
ー

ト
ル
は
、
今
年
度
事
業
着
手
し
た
、

木
野
部
工
区
約
2.2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
一

部
と
し
て
、
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

QA
下
北
地
域
の
道
路
整
備

令
和
３
年
度

県
立
高
等
学
校
入
試

下
北
地
域
の
道
路
整
備

山本 知也 議員
やま もととも  や

自由民主党
むつ市

会　派
選挙区

:
:

三
村
知
事

　

本
県
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
、

そ
し
て
雇
用
を
守
る
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
と
の
考
え
の
下
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、　

県
特
別
保
証
融

資
制
度
の
拡
充
に
よ
る
資
金
繰
り
支

援
や
、
県
内
飲
食
店
の
利
用
促
進
を

図
る
な
ど
、
国
の
経
済
対
策
と
連
動

し
な
が
ら
迅
速
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
は
、
県
経
済
対
策
会
議
の
ご
意

見
も
踏
ま
え
、
県
独
自
の
応
援
金
の

給
付
や
、
中
小
企
業
、
事
業
協
同
組

合
等
の
取
組
に
対
す
る
助
成
等
に
よ

り
、
県
内
中
小
企
業
等
に
よ
る
「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
を
支
援
し

て
い
く
。

QA

松田　勝 議員
まつ た まさる

日本共産党
八戸市

会　派
選挙区

:
:

？

青森県
特別保証融資制度

　県が貸付原資の一部
を金融機関に預託する
ことにより、通常よりも
低い金利での利用を可
能とする融資制度。

用 語 解 説

国道279号二枚橋バイパスの整備状況
（令和2年5月撮影）

教　

育

危
機
管
理
局
長

国
の
検
討
結
果
に
よ
る
と
、
本
県

で
も
従
来
の
想
定
以
上
の
津
波
被
害

の
発
生
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
津
波

か
ら
逃
げ
る
こ
と
の
重
要
性
の
周
知

等
、
県
民
の
防
災
意
識
の
向
上
の
取

組
や
、
大
規
模
・
広
域
的
な
災
害
に

対
す
る
体
制
整
備
等
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
対
策
に
つ
い
て
、
充

実
強
化
を
図
り
つ
つ
着
実
に
実
施
し

て
い
く
。

　

ま
た
、
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て

は
、
市
町
村
と
連
携
し
、
避
難
所
が

過
密
状
態
と
な
る
こ
と
の
防
止
等
、

そ
の
対
策
に
万
全
を
期
す
。

QA

県
土
整
備

防
災
・
減
災

　

避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
も
含
め
、
ど
の

よ
う
な
防
災
対
策
を
と
る
の
か
伺
う
。

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の

海
溝
型
地
震
に
備
え
た
防
災
対
策

日
本
海
溝

千
島
海
溝
沿
い
の

海
溝
型
地
震
に
備
え
た
防
災
対
策

　

県
の
中
小
企
業
者
の
支
援
に
当

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
い
る

中
小
企
業
者
向
け
支
援
策

影
響
を
受
け
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

中
小
企
業
者
向
け
支
援
策

産　

業

5



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま

え
、「
経
済
を
回
す
」
取
組
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
た
宿
泊
事

業
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

三
村
知
事

　

雇
用
の
維
持
と
事
業
の
継
続
に
向

け
、
県
内
事
業
者
に
よ
る
「
新
し
い

生
活
様
式
」
の
実
践
を
通
じ
た
感
染

拡
大
の
防
止
と
事
業
の
維
持
発
展
の

取
組
等
を
幅
広
く
支
援
す
る
。
農
林

水
産
・
観
光
分
野
等
に
お
い
て
国
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
最
大
限
活
用
し
た

取
組
を
強
化
す
る
な
ど
、
感
染
拡
大

防
止
と
「
経
済
を
回
す
」
取
組
を
両

立
さ
せ
、
県
内
経
済
の
早
期
回
復
に

全
力
で
取
り
組
む
。

QA
「
経
済
を
回
す
」取
組
の

今
後
の
方
向
性

「
経
済
を
回
す
」取
組
の

今
後
の
方
向
性

一戸 富美雄 議員
いちのへ ふ み お

青和会
青森市

会　派
選挙区

:
:

三
村
知
事

　

医
療
従
事
者
の
皆
様
に
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に
対

す
る
医
療
の
最
前
線
で
自
身
の
危
険

を
顧
み
ず
県
民
の
命
を
守
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
。

　

県
と
し
て
、
身
体
的
・
精
神
的
負

担
が
増
大
し
て
い
る
医
療
従
事
者
に

対
す
る
慰
労
金
の
支
給
と
宿
泊
施
設

の
確
保
に
対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
あ

お
も
り
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
に
よ

り
、医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
く
。

QA

三
村
知
事

　

宿
泊
事
業
者
の
支
援
と
観
光
需
要

の
回
復
を
目
的
に
、「
県
内
宿
泊
モ
ニ

タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
７
月
上
旬

か
ら
実
施
す
る
。
宿
泊
施
設
や
地
域

の
魅
力
を
生
か
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を

作
り
、
感
染
症
収
束
後
の
地
域
間
競

争
に
負
け
な
い
魅
力
づ
く
り
も
併
せ

て
進
め
る
。

今
後
は
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

国
の
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
連
動
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
で
切

れ
目
の
な
い
誘
客
対
策
を
行
い
、
宿
泊

事
業
者
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

QA

谷川 政人 議員
たに かわまさ  と

自由民主党
弘前市

会　派
選挙区

:
:

警
察
本
部
長

　

昨
年
中
に
お
け
る
子
ど
も
に
対
す

る　

前
兆
事
案
の
発
生
状
況
と
そ

の
特
徴
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
県
に
お
け
る
令
和
元
年
中
の
18

歳
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
前

兆
事
案
認
知
件
数
は
３
９
９
件
で
、

平
成
29
年
以
降
、
４
０
０
件
前
後
で

推
移
し
て
い
る
。
特
徴
は
、
女
子
が

被
害
者
の
約
７
割
を
占
め
る
こ
と
、

小
学
生
が
約
６
割
を
占
め
る
こ
と
、

登
下
校
時
間
帯
の
発
生
が
約
６
割
を

占
め
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

QA
子
ど
も
の
前
兆
事
案
に

対
す
る
対
応

子
ど
も
の
前
兆
事
案
に

対
す
る
対
応

？

前兆事案

　子どもや女性を対象とする
性犯罪、誘拐事件の前兆とみら
れる事案のこと。例として、声
かけ行為、つきまとい行為、身
体接触行為などが挙げられる。

用 語 解 説

　

感
染
症
対
策
に
従
事
し
て
い
る
医

療
従
事
者
の
負
担
軽
減
や
支
援
を
図

る
取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
、
知
事

の
考
え
を
伺
う
。

今
後
の
感
染
症
対
策
の
取
組

今
後
の
感
染
症
対
策
の
取
組

産　

業

県
内
観
光
の
回
復
に
向
け
た

誘
客
対
策

県
内
観
光
の
回
復
に
向
け
た

医
療
・
福
祉

文
化
・
観
光

誘
客
対
策

あおもり宿泊キャンペーンロゴ

防　

犯
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教
育
長

　

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
県
立

高
等
学
校
の
校
則
も
変
え
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
、
校
則
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
県
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
か
伺
う
。

　

校
則
は
、
生
徒
や
学
校
の
実
情
、

時
代
の
変
化
等
を
踏
ま
え
て
、
積
極

的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
学
校
へ
の
訪
問
指
導
の
際
に

校
則
の
改
善
に
つ
い
て
助
言
す
る
な

ど
、
校
則
が
生
徒
の
よ
り
よ
い
成
長

に
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

　

校
則
の
見
直
し
は
校
長
の
権
限
と

な
る
が
、
今
後
も
各
学
校
に
お
い
て
、

校
則
の
見
直
し
が
適
切
に
行
わ
れ
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

QA

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長

　

洋
上
風
力
発
電
が
立
地
し
た
際
に

お
け
る
地
域
全
体
の
産
業
振
興
に
つ

い
て
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
伺
う
。

洋
上
風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
有

望
な
区
域
の
選
定
後
、
国
、
県
、
関
係

自
治
体
、
利
害
関
係
者
等
で
構
成
さ

れ
る
協
議
会
で
、
地
域
の
産
業
振
興

に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
、
国
が
作
成

す
る
公
募
占
用
指
針
に
反
映
さ
れ
る
。

　

県
と
し
て
は
、
関
係
自
治
体
や
漁

業
者
な
ど
の
地
域
関
係
者
の
意
見
を

十
分
に
踏
ま
え
、
関
連
す
る
産
業
の

振
興
や
雇
用
の
創
出
な
ど
に
つ
な
が

る
よ
う
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
手

続
き
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
福
島
県

と
同
様
、
本
県
も
、
原
子
力
に
依
存

し
な
い
産
業
構
造
に
転
換
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
県
の
見
解
と
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

QA

岡元 行人 議員
おか もとゆき と

自由民主党
弘前市

会　派
選挙区

:
:

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長

　

我
が
国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供

給
、
地
球
温
暖
化
対
応
、
国
家
安
全

保
障
等
の
観
点
か
ら
、
一
貫
し
て
原

子
力
発
電
及
び
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の

推
進
を
基
本
政
策
と
し
て
き
た
。
本

県
は
、
こ
れ
が
我
が
国
を
支
え
る
重

要
な
政
策
、
確
固
た
る
国
家
戦
略
だ

と
の
認
識
の
下
、
安
全
確
保
を
第
一

義
に
、
施
設
立
地
に
協
力
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
、
中

長
期
的
に
責
任
を
も
っ
て
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

QA
原
子
力
に
依
存
し
な
い

産
業
構
造
へ
の
転
換

教
育
長

基
本
方
針
検
証
会
議
か
ら
の
「
高

校
を
残
し
た
方
が
良
い
と
い
う
回

答
が
前
回
と
比
較
し
て
10
ポ
イ
ン

ト
近
く
減
少
し
た
こ
と
は
、
生
徒

と
き
め
細
か
く
向
き
合
う
こ
と
に

全
て
の
高
校
が
努
力
し
て
い
る
こ

と
の
理
解
が
進
ん
だ
た
め
」
と
の

意
見
や
、「　

学
校
規
模
の
標
準
に

つ
い
て
今
後
も
継
続
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
の
評
価
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
統
合
等
を
含
む
計

画
的
な
学
校
配
置
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

QA

原
子
力
に
依
存
し
な
い

産
業
構
造
へ
の
転
換 鹿内　博 議員

しか ない ひろし

県民主役の県政の会
青森市

会　派
選挙区

:
:

洋上風力発電イメージ

洋
上
風
力
発
電
に
よ
る

産
業
振
興

洋
上
風
力
発
電
に
よ
る

産
業
振
興

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育

教　

育

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

教　

育

？

　

意
識
調
査
に
お
け
る
生
徒
・
保
護

者
の
「
小
規
模
化
し
て
も
高
校
を
残

し
た
方
が
良
い
」
と
い
う
声
を
、
基

本
方
針
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

青
森
県
立
高
等
学
校
教
育

改
革
推
進
計
画
基
本
方
針

（
改
定
案
）

改
革
推
進
計
画
基
本
方
針

青
森
県
立
高
等
学
校
教
育

（
改
定
案
）

学校規模の標準

　基本方針において、生
徒一人一人がこれから
の時代に求められる力を
身に付けるため、一定の
学校規模を維持すること
とし、基本となる学校は
１学年当たり４学級以上
とするなど学校規模の標
準を設定している。

用 語 解 説
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健
康
福
祉
部
長

　

外
ヶ
浜
中
央
病
院
の
建
替
に
あ
た

り
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
を
活
用
し
た
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
、
県
の
考
え
を
伺
う
。

　

外
ヶ
浜
中
央
病
院
か
ら
は
、
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
の
中
で
院
舎
の

老
朽
化
に
よ
り
建
替
を
検
討
し
て
い

る
と
の
説
明
が
あ
り
、
今
後
、
設
置

主
体
で
あ
る
外
ヶ
浜
町
を
中
心
に
検

討
が
進
め
ら
れ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
地
域
医
療
構
想
の

実
現
に
資
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
同

基
金
を
活
用
し
た
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
、
調
整
会
議
で
の
協
議
等

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

QA

三
村
知
事

　

陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
業
は
、

持
続
可
能
な
生
産
体
制
を
確
立
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
養
殖
管
理

の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
「
持
続
可
能

な
ホ
タ
テ
ガ
イ
生
産
プ
ラ
ン
」
の
普

及
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、「　

Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｃ
制
度
」
に
基
づ
く
過
密
養
殖
の

是
正
指
導
を
徹
底
し
て
い
る
。
加
え

て
、
へ
い
死
抑
制
技
術
の
確
立
や
、

養
殖
管
理
に
必
要
な
調
査
を
行
う
た

め
の
試
験
船
「
な
つ
ど
ま
り
」
の
代

船
建
造
を
進
め
て
い
く
。

QA

福士 直治 議員
ふく  し なお はる

無所属
東津軽郡

会　派
選挙区

:
:

商
工
労
働
部
長

経
済
活
動
の
停
滞
が
中
小
企
業
の

事
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
中
、
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
人
件

費
や
家
賃
な
ど
の
固
定
経
費
の
捻
出

は
、
事
業
を
継
続
す
る
上
で
大
き
な

負
担
に
な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
全
国
知
事
会
や
国

へ
の
重
点
施
策
提
案
等
を
通
じ
て
、

持
続
化
給
付
金
の
複
数
回
に
渡
る
給

付
や
支
給
要
件
の
緩
和
な
ど
、
更
な

る
経
済
支
援
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

国
に
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

QA

齊藤　爾 議員
さい とう ちかし

自由民主党
弘前市

会　派
選挙区

:
:

地
域
医
療
の
確
保

地
域
医
療
の
確
保

　

り
ん
ご
黒
星
病
の
本
年
の
発
生
状

況
と
、
新
規
防
除
薬
剤
の
登
録
審

査
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
水
産
部
長

　

本
年
の
発
生
状
況
は
、
６
月
中
旬

の　

新
梢
葉
調
査
の
結
果
で
は
、
発

生
園
地
数
が
少
な
く
、
発
病
葉
率
も

低
い
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
新
規
防
除
薬
剤
の
登
録
審

査
は
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
現
在
、

厚
生
労
働
省
で
食
品
中
の
農
薬
等
の

残
留
基
準
値
の
設
定
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

県
で
は
、
本
剤
を
令
和
３
年
産
り

ん
ご
の
防
除
に
使
用
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
審
査
の
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

QA
り
ん
ご
の
生
産
対
策

り
ん
ご
の
生
産
対
策

医
療
・
福
祉

農
林
水
産

　

持
続
可
能
な
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
業

を
目
指
し
て
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
業
の
生
産
・

経
営
の
安
定
に
向
け
た
取
組

ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
業
の
生
産

経
営
の
安
定
に
向
け
た
取
組

？

TASC（タスク）制度

　トータル・アローワブル・ス
キャロップ・カルチャーの略。
陸奥湾の環境収容力に、漁家、
加工業者の経営などの社会的
情勢を加味して定めたホタテガ
イの適正養殖可能数量。

用 語 解 説

？

新梢葉調査

　今年新しく伸びた枝の
葉にみられるりんご黒星
病などを調査し、発病し
た葉数を調査した葉数
で割り、発病葉率で評価
する。

用 語 解 説

　

国
の
持
続
化
給
付
金
や
家
賃
支
援

給
付
金
に
つ
い
て
、
国
に
支
援
の
拡

充
を
要
望
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
県
の
見
解
を
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
者

へ
の
更
な
る
支
援

影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
者

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

へ
の
更
な
る
支
援

農
林
水
産

産　

業
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新青森県総合運動公園新水泳場等整備運営に関する
特別委員会が開催されました。

　６月25日の本会議で、委員14名で構成する特別委員会が設置され、本
会議後の組織会で委員長に岡元行人議員（自由民主党）、副委員長に三
橋一三議員（自由民主党）が互選されました。
　６月26日、付託された議案２件について質疑が行われ、質疑後、満場一
致で可決されました。主な質疑の内容は以下のとおりです。

新水泳場の施設概要について伺う。

　事業者の提案では、新水泳場は、延べ床面積8,113,37㎡、建築面積5,371.88㎡の地上２階、地下１階とし
て計画されており、既存のマエダアリーナと接続して整備される。設置される50ｍプールは、可動壁で分割する
ことにより25ｍプールとしての利用も可能となる。また、観客席は合計2,052席の計画となっており、令和６年
に予定されている国民スポーツ大会のリハーサル大会に向けて、令和５年度中の完成を予定している。

Q
A

新水泳場外観透視図
（画像提供：梓・大林組・熊澤設計共同企業体）

　職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
案について、新型コロナウイルス感染症に係る感染症等防疫
作業手当について、手当の上限額を引き上げることとした経
緯及び理由について伺う。

６月の各常任委員会における審議内容の一部を掲載します。

森内議長に「議会改革検討委員会報告書」を提出する三橋委員長

　森内議長から検討の依頼があった「議会改革検討
項目」について、議会改革検討委員会三橋委員長か
ら森内議長に対して報告書の提出がありました。

議会改革検討委員会が
森内議長に報告しました。

議 会 ト ピ ッ ク ス

総務企画危機管理委員会

　救急・周産期・小児医療機関院内感染防止対策事業費補
助について、国の説明資料における支援金の対象経費とし
て、一定の診療体制を確保することに必要な費用とは具体
的に何を指すのか伺う。

環境厚生委員会

　国産農畜産物供給力強靭化対策事業の内容と期待される
効果について伺う。

農林水産委員会

　新しい生活様式対応推進応援金給付事業における売上げ
の減少要件について、会費や協賛金による収入の減少も算
定の対象とすべきであると考えるが、県の考え方を伺う。

商工労働観光エネルギー委員会

　統合校の開設に向け今後どのように取り組んでいくのか
伺う。

文教公安委員会

　青森県総合運動公園の陸上競技場としての供用を廃止す
るに至った経緯及び一般開放までの今後のスケジュールに
ついて伺う。

建設委員会
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青森県議会常任委員会の   委員（議員）を紹介します。

総務部、企画政策部、危機管理局、出納局、選挙管理委員会、監査委員、人事委員会及び議会事務局の
所管に属する事項並びに他の常任委員会の所管に属しない事項総務企画危機管理委員会

丸井　裕
まる  い ゆたか

会派：自由民主党
選挙区：十和田市
当選回数：５回

蛯沢 正勝
えび さわまさ かつ

会派：自由民主党
選挙区：上北郡
当選回数：３回

田名部 定男
た　な　ぶ さだ  お

会派：民主連合
選挙区：八戸市
当選回数：７回

鹿内　博
しか ない ひろし

会派：県民主役の県政の会
選挙区：青森市
当選回数：６回

伊吹 信一
い  ぶき しん いち

会派：公明・健政会
選挙区：青森市
当選回数：５回

山口 多喜二
やま ぐち た　き　じ

会派：自由民主党
選挙区：平川市
当選回数：２回

谷川 政人
たに かわ まさ  と

会派：自由民主党
選挙区：弘前市
当選回数：２回

山本 知也
やま もと とも  や

会派：自由民主党
選挙区：むつ市
当選回数：１回

委員長 副委員長

環境生活部、健康福祉部及び病院局の所管に属する事項環境厚生委員会

やま  や きよ ふみ

会派：自由民主党
選挙区：青森市
当選回数：４回

く  どう よし はる

会派：自由民主党
選挙区：平川市
当選回数：３回

田中 順造
た  なかじゅんぞう

会派：自由民主党
選挙区：十和田市
当選回数：８回

越前 陽悦
えち ぜん よう えつ

会派：自由民主党
選挙区：むつ市
当選回数：６回

さい とう ちかし

会派：自由民主党
選挙区：弘前市
当選回数：３回

吉田 絹恵
よし  だ きぬ  え

会派：公明・健政会
選挙区：上北郡
当選回数：３回

た  なか みつる

会派：民主連合
選挙区：八戸市
当選回数：２回

吉俣　洋
よし また よう

会派：日本共産党
選挙区：青森市
当選回数：１回

委員長 副委員長

山谷　清文 工藤 義春

齊藤　爾 田中　満

農林水産部、海区漁業調整委員会及び内水面漁場管理委員会の所管に属する事項農林水産委員会

熊谷 雄一
くま がいゆう いち

会派：自由民主党
選挙区：八戸市
当選回数：５回

工藤 慎康
く  どう のり やす

会派：自由民主党
選挙区：上北郡
当選回数：４回

工藤 兼光
く  どう かね みつ

会派：自由民主党
選挙区：西津軽郡
当選回数：５回

安藤 晴美
あん どう はる  み

会派：日本共産党
選挙区：弘前市
当選回数：４回

今　博
こん ひろし

会派：民主連合
選挙区：五所川原市
当選回数：３回

いちのへ ふ　み　お

会派：青和会
選挙区：青森市
当選回数：３回

花田 栄介
はな  だ えい すけ

会派：自由民主党
選挙区：青森市
当選回数：３回

和田 寛司
わ　だ かん  じ

会派：自由民主党
選挙区：三戸郡
当選回数：１回

委員長 副委員長

一戸 富美雄
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青森県議会常任委員会の   委員（議員）を紹介します。

商工労働部、観光国際戦略局、エネルギー総合対策局及び労働委員会の所管に属する事項商工労働観光エネルギー委員会

夏堀 浩一
なつ ぼり こう いち

会派：自由民主党
選挙区：三戸郡
当選回数：４回

きく  ち けん  た  ろう

会派：自由民主党
選挙区：むつ市
当選回数：３回

清水 悦郎
し  みず えつ ろう

会派：自由民主党
選挙区：八戸市
当選回数：６回

櫛引 ユキ子
くし びき こ

会派：自由民主党
選挙区：五所川原市
当選回数：４回

しぶ たに てつ かず

会派：県民主役の県政の会
選挙区：青森市
当選回数：４回

なる  み けいいちろう

会派：自由民主党
選挙区：黒石市
当選回数：３回

松田　勝
まつ  た まさる

会派：日本共産党
選挙区：八戸市
当選回数：２回

福士 直治
ふく  し なお はる

会派：無所属
選挙区：東津軽郡
当選回数：１回

委員長 副委員長

菊池 憲太郎

渋谷 哲一 鳴海 惠一郎

教育委員会及び公安委員会の所管に属する事項文教公安委員会

おか もとゆき  と

会派：自由民主党
選挙区：弘前市
当選回数：５回

たか はし しゅういち

会派：自由民主党
選挙区：青森市
当選回数：４回

あ　べ ひろ えつ

会派：自由民主党
選挙区：南津軽郡
当選回数：７回

川村　悟
かわ むら さとる

会派：青和会
選挙区：弘前市
当選回数：４回

はたけやまけい いち

会派：公明・健政会
選挙区：八戸市
当選回数：４回

おお さき みつ あき

会派：自由民主党
選挙区：八戸市
当選回数：１回

きみょうかず ひと

会派：無所属
選挙区：上北郡
当選回数：１回

委員長 副委員長

岡元 行人 高橋　修一 阿部 広悦

畠山 敬一 大崎 光明 木明 和人

県土整備部及び収用委員会の所管に属する事項建設委員会

みつ はし かず み

会派：自由民主党
選挙区：つがる市
当選回数：５回

てら  だ たつ  や

会派：自由民主党
選挙区：五所川原市
当選回数：３回

もり うち の　ぼ　る

会派：自由民主党
選挙区：青森市
当選回数：６回

山田　知
やま  だ さとる

会派：無所属
選挙区：八戸市
当選回数：５回

せき りょう

会派：青和会
選挙区：青森市
当選回数：３回

さい とう なお  ひ　と

会派：自由民主党
選挙区：北津軽郡
当選回数：３回

こひるいまき まさのり

会派：自由民主党
選挙区：三沢市
当選回数：１回

鶴賀谷　貴
つる  が　や たかし

会派：民主連合
選挙区：弘前市
当選回数：１回

委員長 副委員長

三橋 一三 寺田 達也 森内 之保留

関　良 齊藤 直飛人 小比類巻 正規
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　第303回定例会は、令和２年９月１８日（金）に開会し、10月８日（木）
に閉会する予定です。詳細な日程については青森県議会ＨＰでお知らせ
します。

◎令和２年９月第303回定例会について

〒030-8570 青森市長島 1 丁目 1-1　青森県議会事務局調査課
電話 017（734）9797（直通）

◎あおもり県議会だよりに関するご意見・お問合せについて

県 議 会

お知らせ
からの

第95回臨時会で可決された議員提出議案の内容

○青森県議会議員の議員報酬の特例に関する条例案条　例
　令和２年６月１日から令和３年３月31日までの間における青森県議会の議員の議
員報酬月額は、当該議員報酬月額に100分の15（議長にあっては100分の20）を乗
じて得た額を減じた額とする。

県議会だよりは
こちらから

第

20
号

２
０
２
０
年
９
月

発
行
／
青
森
県
議
会　
　

編
集
／
青
森
県
議
会
事
務
局
〒
０
３
０
ー
８
５
７
０
青
森
市
長
島
１
丁
目
ー
１
ー
１　

電
話
０
１
７
ー
７
３
４
ー
９
７
９
７

青
森
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.pref.aom

ori.lg.jp/soshiki/gikai/hom
e.htm

l　
　

青
森
県
議
会　
　

検
索

あ　

も
り
県
議
会
だ
よ
り

第95回臨時会で可決された知事提出議案（4件）
令和２年度補正予算関係（2件）
●一般会計1件、病院事業会計1件

条例関係（2件）
●特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
●青森県県税条例等の一部を改正する条例案

第302回定例会で可決された議員提出議案の内容

○新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書意 見 書
　官民ファンド等による資本増強、観光業や農林水産業等の各分野における長期的
な影響への対策、感染拡大防止策の更なる強化、「新しい生活様式」を定着させる
ための対策等を国に対して要望。

○大規模災害に対する備えの充実を求める意見書
　防災・減災、国土強靱化や老朽化をはじめとする社会資本整備が計画的に実施
できるよう、予算を安定的・持続的に確保するとともに、現場に必要な人員や体制
の維持・充実を図ることを国に対して要望。

第302回定例会で可決された知事提出議案（12件）
令和2年度補正予算関係（1件）
●一般会計1件

条例関係（8件）
●青森県手話言語条例案
●青森県立学校設置条例の一部を改正する
　条例案ほか6件

人事関係（1件）
●青森県人事委員会委員の選任の件

その他（2件）
●公の施設の指定管理者の指定の件
●公共施設等の整備等に関する事業契約の件
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